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	2026年度　会員支援部員募集（支援チーム）
	会員のために／会員と共に歩み
	活動と学びの場を提供し
	活動のための情報を提供する
	学び・伝える・支える、 という会員支援部の活動
	会員支援部は、3つのチームで構成されています。 ・会員の計億した「学び」（会員研修の実施など）を 　支援する『研修チーム』 ・ホームページやメールマガジン、SNSなどを通して 　会員に届ける情報発信を行う『広報チーム』 ・覚知の会員の交流をリアルやオンラインツールで行い、 「つながり」と情報交換を行う『支援チーム』 　
	今回は、「支援チーム」の部員を募集いたします。 　　　　　　主な活動：①地区交流会の運営　②「会員サロン」の運営 　　　　　　　　　　　③JAICO会員部（全国活動）への参画　 　　　　　　　　　　　→そして、時代の変化と状況に応じて、活動のフィールドは拡大し続けます
	　　　　　　　2026年度は、特にデジタルツールの使用に、抵抗感がない人材を求めています。



